
第８回中野区子どもの権利委員会

（令和５年７月２８日）
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午後７時00分開会

事務局（子ども政策調整係長）

皆様、こんばんは。お暑い中、お集まりいただきまして、ありがとうございます。会議の開催

に先立ちまして、事務局からご報告をさせていただきます。

本日、８名の委員の皆様にご出席をいただいております。大橋委員、草野委員が欠席となっ

ております。委員の過半数が出席されておりますので、委員会は有効に成立しております。

また、続きまして、７月４日付で人事異動により、子ども教育部長に変更がございましたの

で、ご紹介させていただきます。

子ども教育部長の石崎公一でございます。

事務局（子ども教育部長）

石崎でございます。どうぞよろしくお願いいたします。

事務局（子ども政策調整係長）

ご参考までに新しい名簿を机上に配付させていただきましたので、ご確認いただければと

思います。

それでは、内田会長、会議の進行をよろしくお願いいたします。

内田会長

ありがとうございました。今日もとてもお暑い中、お集まりいただきましてどうもありがと

うございます。

これより、第１期第８回になります、中野区子どもの権利委員会を開催いたします。

次第をご覧ください。今日は、議事４つです。「令和４年度中野区子どもの権利救済委員活

動報告について」、それから、「前回の振り返り」、「子どもの意見表明・参加に関する審議」、「そ

の他」という順番で進めていきます。

まず、議事に入る前に、事務局からご報告がありますので、お話よろしくお願いいたします。

事務局（子ども政策担当課長）

私から、子ども総合計画の冊子ができましたので、そのご紹介をさせていただきます。

昨年度の子どもの権利委員会の中で活発にご意見いただきまして、令和５年３月にこの子

ども総合計画という計画を策定いたしました。その冊子につきまして、今机上に配付していま

すとおり、本冊と、概要版２種類になります。一般向けのものと子ども向けの概要版という２種

類を作成しております。概要版についてはＵｎｉｃｏｄｅがついておりまして、音声で視覚障害の

ある方も読み取れるように作成しております。こちらについてはまた後ほどお読み取りいただ
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ければと思います。

ご報告については以上です。

内田会長

どうもありがとうございました。それでは議事に入りたいと思います。

まず一つ目、「令和４年度中野区子どもの権利救済委員の活動報告について」ですけれども、

こちらも事務局からご説明お願いいたします。

事務局（子ども政策担当課長）

中野区子どもの権利救済委員の令和４年度の活動報告書につきまして、今机上に配付され

ている資料に基づきご報告させていただきます。こちらの中野区子どもの権利救済委員につ

きましては、中野区子どもの権利に関する条例に基づきまして設置されているものでござい

まして、子どもの権利救済委員、通称、子どもオンブズマンという名前で呼んでおりますが、実

施状況を毎年度、報告書として取りまとめるというものになっていまして、こちらについては

昨年度の分の報告書になります。報告書を４枚ほどおめくりいただきますと、目次がございま

して、全体としましては、ローマ数字のⅠ番からⅤ番までの構成となっております。

まず、Ⅰ番の制度の概要、Ⅱ番の活動状況の部分を中心に本日はご説明させていただきま

す。

まずは改めて、制度の概要でございますが、こちらについては４ページをお開きいただきま

して、２番、子どもの権利救済委員（子どもオンブズマン）というところですが、(1)にあります

とおり、子どもの権利条例に基づきまして設置するものでございまして、子どもの権利侵害か

らの速やかな救済と子どもの権利の保障を図るために設けられております。(2)にありますと

おり、地方自治法に基づく区長の附属機関という性質があります。(3)の担当職務の内容に記

載されていますとおり、アからカを担当職務としております。

５ページの(6)にありますとおり、現在３名の方を子どもオンブズマンとして任命し、活動を

していただいております。７ページ、こちらの真ん中のところに相談から解決までの流れを記

載しておりまして、こちらのほうで制度の概要を説明させていただきます。

まず、制度としては２段階となっておりまして、１段階目として、子ども等からの相談を受け

て、「助言・支援」として、子どもにとって最も善いことを一緒に考えるということと、「調査・調

整」として何が問題なのかを調べたり、子どもの代弁者として関係者に働きかけたりして、解

決を図ります。２段階目としましては、申立てなどがなされた場合については、「要請・意見の

表明」として改善を求めたり、あとは制度改善を促すといったような役割もございます。
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次に、活動状況でございますが、13 ページ、こちらの１番、相談状況でございますが、(1)新

規相談の状況としまして、令和４年９月１日の相談室の開設から令和５年３月 31 日までの期

間におきまして、26 件の相談がございました。(2)の①相談者の属性としまして、子どもが８

件、子ども以外の大人や関係機関が 17 件でございました。

14 ページの②相談者が子どもの場合の所属としましては、小学４年生が最も多く３件でご

ざいました。③相談室を知ったきっかけとしましては、インターネット、学校で知ったというケ

ースが多い状況でございました。

15ページ、④初回相談の手段としましては、電話が最も多く利用されました。⑤相談の対象

となる子どもの所属でございますが、小学４年生、５年生が最も多く、また、ほぼ全ての年齢層

の子どもについての相談がありました。

16ページからは(3)相談内容、17ページからは(4)相談対応の方法、18ページからは(5)

相談対応の状況で、20ページからは、２番、関係機関への連絡、調整活動が記載されておりま

す。

22 ページからは３番、事例報告となりますが、こちらにつきましては、子どもオンブズマン

がどのような活動を行うものなのかを周知することを目的に作成しているものでございます。

こちらは後ほどお読み取りいただければと思います。

なお、令和４年度につきましては、申立てに基づき要請・意見の表明に至った事例はなく、助

言支援や調査・調整活動のみでございました。

報告書の内容については以上でございます。

内田会長

どうもありがとうございました。今のご報告に関して、何かお聞きになりたいこと等あれば

ぜひお願いいたします。

相川委員

ご報告ありがとうございます。事例を事前にお送りいただいて読んだところ、すごく勉強に

なるなという内容でした。こちらはもう公開されているのでしょうか。ネットで誰でも見られる

状態なのでしょうかというのが一つめの、質問です。

あと、今年度の相談状況の相談ニーズ数というのは想定していたよりも多いのか少ないの

か、何か担当者としての思いがあれば聞かせてください。

事務局（子ども政策担当課長）

まず１点目のご質問なのですけれども、こちらの活動報告書につきましては、中野区のホー
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ムページで公開しているものでございます。そのほかに区の施設などに閲覧用として配置して

おります。

初年度の相談件数、９月１日からですので、約７カ月の期間において 26 件の相談というこ

とで、これが我々として当初の見込みとどうなのだという質問かと思いますが、これにつきま

しては、他の自治体の事例を参考にして、大体どれぐらいの相談があるのかというのは想定し

ていたところですが、想定の範囲内の相談件数だったかなというところです。ただ、９月１日に

開設をして、そこから周知活動も含めて動き出したというところで、９月１日の時点でいろいろ

な手段を使って一斉に周知したというよりは、開設して、それに合わせて徐々にいろいろな手

段で広報を広げていったという形になります。

内田会長

これから周知活動が進んでいくと、もう少し相談件数も上がっていくといいということです

よね。そのあたりが実際に上がっていくのかとか、そういったところは私たちが見て検証して

いかないといけないのかなとは思います。

電話が今回多いのですね。一応相談のツールとしてはメールも用意されていたかな、手紙と

メールと来所と、ということですが、電話はなかなか今どき使いたがらないかなと思っていた

のですけれども、今回については電話が多かったということで、これもまたもっと件数が増え

ていくと、もう少しいろいろな手段が変わってくるのかもしれないですし、もっと知られていっ

て電話以外の様々な手段もあるということが認知されていくと、またさらに件数も増えるか

もしれないなとは思います。

ほかに何かお聞きになりたいことはありますか。

小保方委員

今、内田会長がおっしゃったとおり、電話が多いというところ、これをどういうふうに読めば

いいのかなと思ったのですけれども、今の子どもたちってＬＩＮＥとかＳＮＳが中心なので、相談

窓口もできればＬＩＮＥなどがあるともっと件数が増えたりするのかなとは思いました。

私、今、職場で妊娠相談のＬＩＮＥを受け付けているのですが、圧倒的にＬＩＮＥでの相談が多

いですし、ＬＩＮＥを開設したことで相談件数が増えているなという実感もあるので、気軽な連

絡手段として、そういったものを今後考えられるといいのかなと思いました。あとは、情報が

届いていない先がまだまだあるのかなということも思ったので、以前からお伝えさせていた

だいているのですけれども、子どもたち、今、紙やチラシはなかなか見ないので、特に区立の

小中学生はｉＰａｄを１人１台持っているので、そういったところでもアナウンスできるといいか
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なと思いました。

一つ質問なのですけれども、14 ページの②のところで、子どもたちの割合で小学校４年生

が一番多かったという結果だったのですけれども、これは、例えば、同じ小学校が多かったの

か、全然違う小学校だったのか、その辺のバランスがどうだったのか、もし分かれば教えてい

ただきたいなと思います。

事務局（子ども政策担当課長）

まず、最初の質問の前のお話なのですけども、確かに今の子どもたちはＳＮＳをかなり活用

しているので、導入効果はあるのかなと思うのですけれども、体制の問題であったり、即時性

を求められているというところで、ＳＮＳは課題となるのかなと考えております。

それで、最近始めたのは、ＱＲコードを読み取るとその場でフォームが出てきて、そこに必要

事項を入れると相談ができる、というフォームの導入です。また、こちらの報告書にも内容が

一部載っていますけれども、子ども相談室の子どもオンブズマンのニュースレターを、四半期

に１回程度つくりまして、子どもたちが１人１台持つタブレットに配信をして、見ていただくとい

うようなことを行っております。

それで、先ほどの相談があった属性として同じ学校かというところは、私の記憶だと特に隔

たりがあるわけではなくて、様々なところから相談があったと認識しております。

小保方委員

ありがとうございます。

内田会長

ほかにお聞きになりたいことはありますか。どうですか。大丈夫ですか。

それでは、こちらは以上ということで、ありがとうございました。

では、議事の２番目に行きたいと思います。「前回の振り返り」です。前回、グループディスカ

ッションで皆さんに出していただいたご意見を事務局でまとめていただきましたので、事務局

からご説明をお願いいたします。

事務局（子ども政策調整係長）

それでは資料の２をご覧ください。こちら前回の振り返りでございます。前回につきまして

は、子どもの意見表明・参加に関しまして、グループディスカッション形式でご議論をいただい

たところでございます。グループ１の内田会長のグループでは、出していただいたご意見とし

て、「大人に時間も余裕もないから、子どもの権利を実現していくことができないでいる。そん

な大人の大変さをもっと大人から聞いてみることも大事だと思う。」また、「子どもの権利に関



－6－

心がない人や、権利と義務は一体だなどと考える人に対して啓発や話し合いをしていくこと

が大事ではないか。」など、大人に対して話を聞くことや、大人へのアプローチをしていくこと

に関して、多くご意見が出ておりました。

次に、グループ２の林委員のグループにおきましては、「大人がまっさらな気持ちで聞くこと

や、子どもに向き合うことが大事だと思う。」また、「子どもの興味のあることや好きなことを

最初に聞くと、そこでいきなり子どものスイッチが入って意見が出やすくなることがある。」ま

た、「その場で意見が出なくても後で言いたくなった場合の連絡先を明示したりすることも大

事である。」など、子どもから意見を聴くときの心構えや、工夫に関して多くのご意見をいただ

きました。

簡単ではありますが、こちらの資料のご説明は以上でございます。

内田会長

前回のこちらの議論に関して、何かお尋ねになりたいこと、ご意見などがあれば今伺います

けれども、大丈夫ですか。内容については次の議事の３の子どもの意見表明・参加に関する審

議のところとも関わるところなので、そちらで進めていきたいと思います。

議事の３ですね。「子どもの意見表明・参加に関する審議」ということで、前回まで皆さんと

議論をさせていただいて、今回はお手元にある最終答申、こちらをもう少しイメージしながら

議論を進められればと思っております。

まず、事務局のほうから資料の説明をお願いいたします。

事務局（子ども政策調整係長）

では説明いたします。参考資料の１と書いてあるもの、こちらをご覧いただければと思いま

す。こちら最終答申案のイメージになります。皆さんに最終答申をいただきますのは、来年度、

令和６年の５月を予定してございますが、最終答申のイメージを現段階で共有できればという

ところでございます。また、最終答申提出までのスケジュールにつきましては、前回も配布した

資料になりますが、参考資料の２でございます。今日が第８回でございますので、第９回、第

10回、第11回、第12回とありまして、最終答申の提出が令和６年５月の中旬というスケジュ

ール感になってございます。こちら参考にご確認いただければと思います。

それでは、参考資料の１、にお戻りいただきまして、ページをめくっていただければと思いま

す。おめくりいただきますと、まず左側、「はじめに」というところが来て、右側、次に「目次」と

なってございます。最終答申では、「子どもの意見表明・参加に関する提言」と、「推進計画及び

取組の評価・検証に関する提言」の大きく二つに分けてまとめる予定でございます。
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子どもの意見表明・参加に関しましては、残りの任期全体を通してご議論いただいて、推進

計画及び取組の評価・検証の仕組みに関しましては、今後、第 10回、第 11回の委員会におい

て集中的にご議論いただく予定でおります。

もう１枚ページをおめくりいただくとページが振ってありまして、１ページというところから

始まります。こちらの１ページ目から提言が始まりますが、これまでの委員会で出たご意見や

中間答申の内容を事務局のほうで落とし込んでおります。１、子どもの意見表明・参加に関す

る提言につきまして、今回と次回にかけて、この最終答申イメージをもとにご議論をいただけ

ればということでございます。

まず、(1)子どもの意見表明・参加の考え方ですが、①の考え方については、中間答申をお

まとめいただくにあたりまして、皆様にたくさんのご提言をいただいたところかなと思ってお

ります。子どもはまちづくりのパートナーであることや、参加のはしご論、子どもへのフィード

バックが重要であること、誰一人取り残すことなく意見を受け止めることなど、こちらを記載

してございます。

では、右側２ページ目のほうをご覧ください。こちらにつきましては、②子どもの意見表明・

参加の意義について、子どもの自己肯定感やまちづくりに関わる意識につながることなど、ご

意見をいただけたかなと思っております。

では、続きましてページをおめくりください。３ページ目でございます、こちら、(2)子どもの

意見表明・参加を推進していく上での課題でございますが、前回の内田会長のご講義の中で

もお話しいただきました、自己の意見を言いにくい子どもですとか、委員会の中で特に多くの

ご意見が出ている大人の理解不足などが課題として挙げられていたかなと思っております。

右側４ページ目をご覧ください。こちら(3)子どもの意見表明・参加の進め方についてでござ

いますが、①子どもに意見を聴く際の心構えや留意点というところでございまして、昨年度、

皆様に子どもへのヒアリングを実施していただいた中で、ご留意いただいたことや、お気づき

の点としてご意見をいただいたこと、こちらをまとめてございます。

では、またページをめくっていただきまして、５ページ目をご覧ください。こちら②意見を聞

く代表的な手法とそれぞれの留意点というところでございます。意見聴取の代表的な方法と

して、ワークショップ、ヒアリング、アンケート、こちらのそれぞれにつきまして、皆様のご意見や

ご感想などから、実施の際の留意点をまとめたものでございます。右側の６ページ目のほうを

ご覧ください。③ということで、子どもの積極的な参加を促すにはというところでございます。

こちらの部分では子ども参加を促進するための工夫として、子どもに分かりやすい情報提供・
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情報発信を行う必要性ですとか、話しやすい環境づくり、また、子どもへのフィードバック、誰

一人取り残さないという視点で、参加しづらい子どもへの個別の支援などについてのご意見

をいただけたかなというところで盛り込んでございます。

では、また再度ページをおめくりいただきまして、７ページになります。こちらの左側、(4)子

ども会議のあり方、また、右側の８ページ、(5)子どもの意見表明・参加の推進というふうに答

申が続いていきますけれども、今回は先ほどの６ページまでの(1)から(3)について中心的に

ご議論をいただきまして、次回の第９回の委員会のほうで、今の７、８ページ、(4)、(5)につい

てご議論いただく予定ということで区切らせていただければと思います。ただ、この(4)、(5)

に関することにつきましても、これらを含めた全体的なご意見もあるかなと思いますので、あ

くまでもこの進行、仕切りにつきましては目安として考えていただければと思います。

では、参考までに９ページ以降についても簡単にご説明させていただきます。９ページ、ご

覧ください。これ以降は評価・検証の仕組みに関する内容となりますので、先ほど冒頭ご説明

しましたが、次々回の第 10 回、第 11 回の会議の場でご議論いただく予定の内容としてござ

います。

駆け足にはなりましたが、全体の説明は以上でございます。

内田会長

それでは、今日は(1)から(3)までを中心にご議論をいただければと思います。

今、簡単にかいつまんで内容のほうのご説明をいただいたのですけれども、見ていただい

てこういった点が入っていないのではないかとか、あるいは、こういったところを少し補って

説明したほうがいいのではないかとか、今書かれている内容で十分かどうか、そのあたりも併

せてご意見いただければなと思っているところです。

ちょっと時間をとったほうがいいですか。あるいは、今すぐに聞いて何かご意見いただけそ

うですか。大丈夫そうですか。いけそうですかね。あらかじめ見ても来ていただいて、ありがと

うございます。それでは、どこからでもいいです。順番は前後して構いませんので、お気づきに

なったところから順不同で行ければと思いますけれども、早速なのですが、何かまずいただけ

るご意見がありますか。

林委員

まとめ方として、今出ているイメージは、箇条書きになっていますが、これは文章化されて

いくとともに、それぞれ見出しみたいな、トピック的なものをつけるような形でいいのですか。

なので、とりあえずそこに何を取り上げたらいいのかというところを、今ここで議論するとい
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う認識で合っていますか。

内田会長

何を取り上げたらいいかというのもそうですし、取り上げるに当たって根拠のデータとか、

そういったものがちゃんとあるかどうかという視点も大事かなと思いますので、そういった視

点を盛り込む必要があるけれども、実際に、例えば調査結果とか、これまでのヒアリングとか、

特にない場合には、何か補う必要もひょっとしたらあるかもしれないかなというところは思っ

ているところです。この枠でいいのかという枠組みも含めて、ご意見はいただければと思いま

す。

別當委員

この意見が適切かどうか分からないのですけれども、最近、アフターコロナで、今日も北原

小学校の校庭で盆踊りの祭りをやっているのですけれども、大分活動が戻ってきて、人と人が

交わる、関わるイベントがものすごく多くなってきたなと感じています。この委員会に参加した

当時は、コロナ禍で、マスクをして、対面なしのやり取りを結構重視してきたような感じがする

のです。非対面であったり、ｉＰａｄであったり、というところに重きを置いていたような感じが

して。でも、変わってきている野方地区などを見ていると、人と人とが交わることで、子どもた

ちが今、すごく元気になってきているし、意見も、前よりも発言が増えているし、すごく活気が

出てきているので――何を言いたかったのか分からなくなってしまったのですが、そういう社

会背景が変わったことも含めて、皆さんで話し合えたらいいなと思います。

内田会長

そういう変化が今あるのですね。

別當委員

やっぱり子どもたち、コロナ禍は元気がなかったのだなと感じます。給食もまずマスクをし

ているからおしゃべりしない。お食事中も黙食だったり、終わったらすぐ片づけをしたり。制限

がある中でやっぱり元気がなかった。

内田会長

話したいとか意見を言いたいとか、そういう気持ちがあるということを、何とかこうしたま

ちづくりなどの意見にもつなげていけるといいなとつい思ってしまいますね。

別當委員

今なら意見も聴取しやすいかなと。

内田会長
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ありがとうございます。こういうシェアをぜひお願いします。

高木委員

今のおっしゃるとおりで、21 日から一斉に夏休みになって、中野三丁目、中央公園でラジオ

体操をしています。子ども、いっぱいいます。３歳ぐらいから中学１年生ぐらいまで。

内田会長

それは、コロナ前よりも来るようになったという感覚がありますか。

別當委員

コロナ禍でやれていなかった。

高木委員

やっていなかったですよね。今はコロナ前と同じぐらいですね。今別當委員がおっしゃった

ように、みんな生き生きしていて、そのときにいろいろ聴けますね。去年子どもたちにインタビ

ューしましたよね。ああいった感じで、そろそろ、みんなが集まる行事やお祭りも始まりまして、

そういった意味ではいろんな意見が聴けるのではないかというのは感じますね。３、４年前と

は全然体制が違っていますからね。その頃学校に上がっていない子たちが今３、４年生になっ

ているのです。

内田会長

そうなんですね。何とかそれを聴く場をつくりたいですね。いろいろそういう声をキャッチで

きる場をつくりたいです。大人がもっと聴いていきたいなと思います。そうですか、やはり活

気を感じられますか。

相川委員

私もお話に上がっていたとおり、今年は様々なお祭りが多く重なって開催されていて、どの

イベントに行こう？と感じています。子ども関係のものが本当にたくさんあり、参加すると子ど

もたちも楽しく過ごしています。

なぜ今年特にそう感じるのか？、コロナ禍を通じた変化というのもあるのかもしれない、と

も考えられるのではないでしょうか。例えば、１人１台ｉＰａｄが配布され、Ｇｏｏｇｌｅフォームで家

に帰ってからも先生からメッセージが来たり、先生にメッセージを送ったり、質問をしたりでき

るように環境が変化しています。ですので、そうした環境の変化というのが、もしかしたらポジ

ティブに働いている可能性もあるかもしれません。今まで声では言えなかったようなこともそ

こでのつながりを通じて言える、不登校で学校に行けない子も、先生によってはオンラインで

常に授業を配信してくださったりしており、私の子どもも風邪で休んでしまったときに、全て



－11－

の授業ではないのですけれども、オンラインで参加させてもらったという経験がありました。

そういう形で大人と信頼関係を結んで、つながりやすい環境が出てきたのではないかなと感

じています。

話は少し変わりますが、ここの意見表明・参加に関する提言で少し気になったのは、既に子

どもたちの意見を聴いている団体や活動は中野区に結構あるなと感じているということです。

ですので、そういった事例を載せたり、そうした団体と話をしてみる機会が設けられるといい

のではないかなと思います。例えばですが、最近、開かずの踏切で有名な西武新宿線について、

開かずの踏切を何とかしようという活動をされている方たちが、ちょうど子ども向けのアンケ

ートをやっていました。「ＳｕｍａＭａｃｈｉ（スマまち）」経由で、アンケートの依頼が来たのですが、

子ども向けに分かりやすくＧｏｏｇｌｅフォームで答えられる形式でした。そこは狙いとしては、子

どももこんなに開かずの踏切を嫌がっているんだ、困っているんだと、要望の声を広く集めた

いという目的もあるかもしれないのですけど、子どもに聴いてくれるというのは、うれしいこ

とだと思いながら、私の子どもも回答させていただきました。

その他の事例として、名前がちょっと思い出せないのですけども、今年の 3月に中野サンプ

ラザで開催された中学生が意見表明する場として、各学校代表の、すごく立派な論文を書け

るような子が、大人がずらっと並ぶ中で、区長や教育長も来ている中で発言する機会というの

がありました。もう 20年以上続けていらっしゃるそうです。

事務局（子ども家庭支援担当部長）

「中学生意見発表会」ですかね。

相川委員

それです。警察の方なども来て行われているんですよね。「こんなのやっているんだ」と初め

て知って、中学生対象なので、私の子どもが中学生になってＰＴＡの方経由で知ったのですが、

こんなに長年やっているんだと驚きました。ただ、意見を聞くだけでプレゼンの発表会みたい

なものにはなっていて、そこからの大人のフィードバックというのは特になされていないよう

なのですけれども、すごく堂々と立派に話されていて、こんな機会もあるんだと思いました。

区でやっているハイティーン会議も歴史があるし、その他にもこうした活動が行われているの

だなというのを知って、すごいなと思いました。そういった事例を紹介のような形で提言の中

に入れるというのもありかなと思いました。

あと、最近私の中学生の子どもが学校でディベートの授業をやったらしいのですが、すごく

盛り上がったそうなのです。授業が終わってもその話について話し合っていたと聞きました。
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家でも私に教えてくれて、意見を言い合うというのは楽しいという経験を、今の中学生は持っ

ている子もいるのかなと思いました。私が中学生のときはディベートの授業なんてものはなく

て、一方的なものが多かったと思うのですけれど、二つの意見に分かれてディベートを行う授

業のほかにも、先生にプレゼンをする授業みたいなのもあるそうです。先生が好きそうな商品

を考え、「これどうですか、買いませんか」というようなプレゼンをする機会もあったそうです。

学校でも子どもたちの意見を発する、酌める機会が昔より、私たちが育ったときより増えてい

るのではないかなというのを感じています。

なので、ぜひそういった今あるいいところを紹介して、ほかにも広げていくということが、こ

の権利委員会でもできるといいのかなと思いました。

内田会長

ぜひ、今お話しいただいたことを全て盛り込めるといいのではないかなと思いました。特に、

学校での取組というところはとても大事だと思っていて、子どもの権利委員会の取組も、ぜひ

教育のところもきちんと視野に入れていきたいと思いますね。特に、こういった意見表明・参

加のスキルを磨いていけるように学校が果たしている役割がこれだけあるということを、きち

んと評価する方法で答申に書き込んでいく。中野の子どもの意見を聴く風土をつくっていっ

ているということも、私たちが改めて認めていくような、そういった視点もぜひ入れたいなと

思って伺っていました。それから、事例をいろいろと入れていくというのも本当にそうだと思

っていて、民間の取組もいろいろあるというお話も伺いましたので、そういったいい事例、先

進的な事例、こういったことが行われているということもぜひ入れていきたいですよね。すご

く大事だなと思って伺いました。いろいろ具体的に言っていただいたことを一つ一つ確認さ

せてください。実際に入れ込んでいくときに、事例の確認をさせてください。ありがとうござ

いました。

高木委員

学校も大事なのですけども、地域でも子どもに対して結構やっているのですね。例えば町会

とか。地域と一体となった活動も入れたらいいのではないかと思いました。

内田会長

どんなことをやっていますか。

高木委員

例えば、去年、小学生の親子を対象に、桃園区民活動センターで吹き矢の教室をやったので

す。１日３コマ、土日で６コマ、100 名近い、九十何名の方が来ましたね。小学校１年生から６年



－13－

生ぐらいまで。親も一生懸命になってやっていて。アンケートをとりましたが、「平日は昼間し

か来られないから、できれば日曜日にやってほしい。」といった意見もありました。そういった

活動が、いろんな町会とか、あるいは区民活動センターで行われているのです。学校ももちろ

んですが、地域と一体となった、そうした教育活動も入れていけばいいのではないかなと思い

ます。地域の力は強いですよ。

内田会長

学校、地域と連携をしていく視点、ぜひ入れていきたいです。

高木委員

今、私が話した活動も、桃花小学校と連携して行っています。

内田会長

そういった視点の大事さもありますし、実際の事例の中から、子どもたちが参加をしている

のであれば、そこでどんな配慮がされているかとか、工夫がされているかというところをそれ

ぞれ伺って、大事にされてきたことをまたここに全て落とし込めると、中野区において子ども

の参加を実現していくときに「こういう配慮をしていくといろいろな取組が広がっていく」とい

うような、中野区版の子どもの参加ティップスみたいなものになると思うので、それもまたぜ

ひ入れていけるといいです。

いろいろ見えてきたなという気がしますね。答申を提出するのは来年の5月ですけれども、

中野らしい内容になっていきそうだなという、見えてきたなという気がするのですが、そのほ

かどうでしょうか。

田谷副会長

隅田委員にお聞きしたいのですが、障害のある子どもたちの意見表明はどれぐらい進んで

いますか。肌感覚で構いませんのでお聞かせください。

隅田委員

私はどうしても小学校に毎日いることのほうが多いので、例えば、これをバッと見たときに、

中野区として大々的にアンケートとか、そういったものをやりますと言ったりとか、イベントっ

ぽい感じで意見表明をする場を設けるといった、そういうときのための考え方だったり、「こう

していこうね」という取組に見えてしまうのは違うと思うのですよね。子どもたちの日々自分

の何か感じたこと、それからモヤモヤしていることを言える場がないといけないと思うので、

そういう大きい何かのための意見表明であったり、参加ではなくて、日々意見を伝えていいん

だよというところを、それをここに盛り込むのがベストかどうかというのはちょっと私でも迷
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ってしまうというか分からないのですけれども、それをもう少し伝えられるような文言が入る

といいかなと思いました。

今、まだ、箇条書きで書かれているだけですから、多分そういうふうにはならないとは思う

のですけれども、端から見てまだ理解が進んでいない人たちが見たときに、そんな、僕たちは

大々的なアンケートに答えるわけでもないし、何かイベントに参加するわけでもない、日々の本

当に日常的なところでの、意見を言っていいんだよということがハッと気づかされるというか、

分かるような中身、文面だったりとか、そういったものになったほうがいいのかなというのは

ちょっと感じました。

というのは、極端な話を言うと、毎日のように、なかなか教室に入れない子だったり、そうい

った子が教室から出てきてしまったときに、その子には理由があって出てくるわけです。それ

は、ここにも書いてあるとおり、大人のほうの意識の問題だったり、正直に言わせてもらうと、

４ページに書いてある「意見を否定せずに、どんな意見でも受け止めること」というのがまず成

り立っていないのです。でも、それだけ、例えば、保護者だったり、教員の方も、そこまで多分

余裕がないということと、経験だったりスキルもないという、それが前提にあるので、誰も責

められないとは思っているのですね。先ほど、別當委員や高木委員からお話がありましたが、

コミュニケーションをとることが今までとても少なかったので、それは子どももそうだし、大人

も多分そうで、学校の先生たちも、子どもとコミュニケーションをとるのが昔に比べたらそんな

にうまくできていないと感じているし、先生同士もコミュニケーションをとるのがうまくいって

いない場面を多々見ます。そこを打開して、「安心して言っていいんだよ」というところをどう

伝えていけばいいのか。文面で伝えなければどうしようもないのですけれども、まず伝えなけ

ればいけないということを、どうすればいいのかなというのを、今、頭の中でブワーッと感じ

ています。

内田会長

それを今聞かれて何かありませんか。聞いて思ったこと、感想とかどうですか。

田谷委員

今、隅田委員にわざわざ振ったのは、私も感じているのですが、新型コロナが第５類に変更

されて、社会がすごく開放的になってきて、子どもたちが外に出ていって、そこで出会った、偶

然性の中で出会った場で、新たな世界が生まれてくる子どもたちがいっぱい増える一方で、そ

うではない子どもたちが置き去りにされている、格差がすごく大きくなっているなという印象

があるのですね。ですので、いわゆる上のほうのそうやって出ていく子たちは、今の状況の中
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でどんどん伸びていくと思う。でも、そうではない子どもたちに対してどうやって権利保障を

していくのかというところが、もう一つ考えなくてはいけないなと思って、隅田委員がちょっと

「うーん」という顔をしていたので、何かあるかなと思って振らせていただきました。

恐らく意見表明のところで、私も中野区で子ども食堂に関わっている中で感じるのは、地域

の中で、子ども食堂がそこにあるということの認知に時間がかかるということです。私もやっ

てみて４年目に入るのですが、ようやく地域の人が「あそこ何だろう」というところから、「あそ

こは子ども食堂だ」ということを分かってくれて、いろんな保護者の方がお子さんと一緒に来

てくれて、そこから「実はあそこの家が困っているんだよね」とか、「心配なんだよね」という話

が出てきて、いろんな機関につなぐわけです。でも、結局うまくいってないところもたくさんあ

るのですが、地域の中で、子ども支援をしようとしている団体が孤軍奮闘しているという状況

に数年間置かれている。それを今すぐ改善していかなくてはいけないだろうと思います。さっ

き高木委員が言ったように、地域の人が頑張っているので、そこのつなぎをどうするのかとい

うのがもう一つ課題としてあるだろうと思います。

もう一つは、子どもの意見を聴くというときに、スクールソーシャルワーカーさんとスクール

カウンセラーさんが、コロナが明けてどういう動きに変わったのかというあたりは、少しどこか

で聞きたいなと思っています。というのは、私自身も児童養護施設で第三者委員をしている

のですけれども、子どもたちのところに、「私はあなた方の意見を聴くためにここにいるんだか

らね」というのを表明しておくと、結構子どもはすぐ来るんです。関係性ができていなくても、

この人は何のためにここに存在しているんだということを分かってくれれば、子どもは言って

いい人だと認識をしてやっぱり言ってくるんですね。

そうなると、スクールソーシャルワーカーやカウンセラーというのが日常的に存在している

人たちに該当しますよね。あとは特別支援員さんたちに、子どもたちがどれだけつぶやいてい

るのかというあたりが多分出てこない。そして、彼らを私たちがどう支えているのかも出てき

ていないので、そのあたりも、意見を聴く人たちをどういうバックアップ体制で私たちも支え

ていくのか、恐らく条例の中に入っていましたよね。そういった団体を支援するというのも条

文の中にありましたので、そこはやっぱり具体的に、今回出していかないといけないだろうと

思うので、そのあたり、参加を推進していく上での課題、(2)ですかね。そのあたりに入れてい

ただけたらと思っています。

内田会長

そのとおりではないかなと思いました。
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林委員

今の田谷委員の、スクールソーシャルワーカー、スクールカウンセラーという話の中で、私が

さらに思うことは、子どもの意見表明とか参加は、「意見を言っていいんだよ」だけではなくて、

聴いてもらえる権利がある。言う権利だけでなく聴いてもらえる権利があるというところから、

「言っていいんだよ、聴くよ」という場をちゃんと伝えることが大事で、そういう意味では、条例

のところでは、「尊重すること」とは書いてあるけれども、「聴いてもらえる」というところまで

が書き切れていない部分はどうしてもあるなとは思ってはいるのです。権利条約の12条の第

２項には書いてあるけれども、そのあたりの「聴いてもらう権利」というところを、もう少し伝

えていくことが子どもにとっても意見を言いやすくなるところなのかなと感じています。

あと、隅田委員が言われていた、意見というか、モヤモヤした思いというところが、条例でい

うと、「意見、考え、思いを意見と言う」と書いてあるのですけれども、改めてここで言う意見と

いうのは、理路整然とした主張ではなくて、そうしたいろんな感じ方とか思いとか、モヤモヤし

た思いとか、小さい子も含めてだと思いますし、それはまた言葉だけではなくて、表情であっ

たり、踊りであったり、歌だったりとか、いろいろな形でのいわゆる「ｏｐｉｎｉｏｎ」ではなくて、「ｖ

ｉｅｗｓ」と、権利条約では子どもの意見ということも書かれているわけなのですけれども、そこ

を改めてきちんと文章化するというのは非常に大事だなとは思います。

それは子ども家庭庁のほうでも、会議でもずっと、子どもの意見というのは「ｏｐｉｎｉｏｎ」で

なくて「ｖｉｅｗｓ」にせよと散々言ってきているので、まさにそこを中野区の中でも、障害を持っ

ている子であったり、病気の子であったり、あるいは外国にルーツがある子であったりとか、

いろんな子にとっても伝えることができるよう、きちんと書くことは大事だろうなと思いまし

た。

内田会長

「ｖｉｅｗｓ」というところも含めて意見であるということは、林委員がずっと言ってきてくださ

っているところで、そこは改めてこの答申全体で押さえられればいいなと思っているところで

す。

私も一つその流れで思っていることで、ちょうど別當委員と、陽だまりの丘保育園に行って、

幼児さんに意見を聴くという経験をさせてもらったんですよね。あれってなかなか他自治体が

できていないところで、例えば、就学前の子どもの意見をどうやってまちづくりに反映させる

のだという議論まではするんだけれども、実際にその先にはいっていないのが今現状で、そう

いう意味では、第一歩として中野区がそういったところを先陣切れるとてもいい第１回だった
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と思うんですよね。今の話で行くと、かっちりと理路整然とした意見だけが聴かれなければな

らない意見ではなくて、そういう子どものつぶやきも、また、幼児さんのような子どもたちの

いろいろな思いみたいなところも含めて聴くこと、大人がそういった子どもの声を聴く力を求

められているということも踏まえて書けるといいのかなとは思います。

子ども基本法が施行されて、子どもの権利って本当にたくさん語られるようになったという

感覚なのですけれども、特に、子どもの権利条約 12条の意見表明、子どもの意見の尊重とい

うところの「年齢に応じて」というところの誤解が多いなというのを感じているところです。年

齢に応じて、子どもの発達に応じて話せるようになった子どもの意見を聴けばいい、話せない

子どもについてはあたかも聴かないでいいかのような、そんなふうに年齢に応じて、子どもの

意見を尊重するというところの誤解をされないためにも、「幼児にだってもちろん聴くんだ」と

いうところを伝えると、これは子どもに言う能力を求めているのではなくて、大人側に聴く能

力を求めているんだということがはっきりするのかなと思ったので、就学前というところは一

つ大事に、特徴として持ったらいいのではないかなというのは、その後の自治体の実施状況

をいろいろ漏れ聞く中で、改めて中野の特徴として大事にしたらいい取組ではなかったかな

と思いました。

ほか、何かありますかね。あとは、例えば、林委員に聞いてもいいですかね。４ページ、(3)子

どもの意見表明・参加の進め方というところで、留意点として私たちがやっていく行政計画の

評価とか、そういったところにどうやって子どもの意見を聴いていくかというところで、何か

工夫だったりとか、他自治体でどうやっているとか、そのあたりでここに書き込むといいこと

というのがあれば伺いたいなと思っていたのですけれども、どうでしょう。

林委員

例えば、先ほど冒頭であった子ども総合計画の中においても、子ども向け概要版みたいな

形で、やさしく、大人向けの言葉だけではなくて、子どもが分かるような言葉で書き換えると

いうことは非常に大事だと思うのですよね。子どもが答えやすい、意見を出しやすいような形

に取り組んでいくということは非常に大事で、別にそこは変に子どもに迎合するわけではなく

て、子どもにとって分かりやすいということは誰にとっても分かりやすい。まさに子どもにや

さしいまちというのは誰にとってもやさしいまちというところにつながる部分だと思いますの

で、そこを徹底していくことがまさに中野区全体の中でも誰にとっても分かりやすいというか。

それは、外国にルーツを持っていようが何だろうが、大人にとっても分かりやすくなるという

ところですので、そこを意識して取り組むということは非常に大事だろうなと思います。
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あとは、それとともに、それでも子どもにとってあまり身近でない課題を聴いても、きっと

答えにくいとは思うので、日常に近いところから、子どもに関係のあるところから、まず聞い

ていくということはやはりしなければいけないのだろうなとは思います。そうした工夫をきち

んとやろうとするかどうかで、それは区もそうですし、事業者とか大人、学校などそれぞれが

きちんと行うというところは大事だろうなと思います。簡単にできることではないですけれど

も。

相川委員

今の林委員のお話とつながるかもしれないのですけれども、今、私の子どもが通っている中

学校は建て替えが計画されていまして、その建て替えに関する委員会の委員になる機会がご

ざいました。第１回が先日行われて、参加されていた方もいらっしゃると思うのですけれども、

この委員会をどうやって進めていきますかというところで、話し合った内容を広報していく対

象に、子ども・児童という定義がなく、保護者という言葉しかありませんでした。その為、そこ

に児童向けにも広報するように意見をさせていいただきました。実際のプリントは子どもも読

めるような形で、カラーで、すごく見やすい形になっているのですけれども、そこはきちんと児

童にも「そういうことが行われているんだよ」ということを伝える姿勢をもってほしいと思って、

そのようにご意見をさせていただきました。

また、その場では言わなかったのですけれども、その建て替えは、もちろん建て替えなので、

今通っている中学生にとっては当事者外にはなってしまうのですけれども、自分たちの後輩

のために、こんな中学校に建て替わったらいいなといった意見を聴く場などをつくれたりしな

いかなと思っていました。ちょうどよいチャンスだと思います。実は私ともう１人、今日お休み

の大橋委員もその委員会に参加しているという偶然もあるので、もしよかったらちょっとトラ

イを検討できたらうれしいなと個人的に思っています。

あとは、実際に通う年代の小学生に聴いてみるのも可能なら実現できるとよいと思います。

小学生にとっては、中学校のことは分からないし、受験する方も多いからなのか、地域の関心

も決して高くはないようで第１回目は小学生のお母さん、お父さんの公募の参加がなかったの

ですけれども、小学生に聴いてみる場を作ってみても面白いのかなと思っております。

内田会長

とても大事な意見を言っていただいたのと、とても大事な提案をしていただいたので、そう

いったことを考えていけたらと思います。

今聞いていて、この答申は、そうした実際の具体例をきちんと踏まえた内容にしたいなと思



－19－

ったので、もし皆さんが今回お話しくださった内容を、簡単にこういったことがある、例えば、

委員会にこんな子どもたちが参加をしていて、とか、今の建て替え委員会の話のこととか、何

かこういう子どもの意見を取り入れる取組をしているとか、子どもがこういうことを言ってい

るとか、そういったことを簡単にまとめられないかなと思うのですけれども、何か情報提供を

いただくことはできるのですか。今の話だけで行政側で「これはあれのことだ」と、全部把握で

きますか。

事務局（子ども家庭支援担当部長）

分かりますけれども、それをこの答申にどう載せるかは、またフィルターがあると思います。

例えばということで、子どもたちが生活する学校の施設が変わっていくときに意見を聴け

たらいいという話の中で、今、相川委員におっしゃっていただいたのは、基本は中学校の改築

委員会なので、親御さんも中学生をお持ちの親御さんなのですけれども、でも実際、その学校

舎を使う子というのはもっと若い年齢の、相当先の年次の話なので、イメージがなかなか具体

的に湧かないかなというのはあります。本当はそのときに使えるような子たちの声まで反映

というか、少し聴けるといいのですけれども、自分が知らないことはなかなか、特に子どもは

意見を出しにくいかなというように思いました。

ただ、一応受け止めさせていただいて、どんなふうにできるかというのは事務局として検討

させていただきたいと思います。

相川委員

中野区のいいところとして、公園の改修で、もう既に子どもたちにヒアリングした経験もあ

るので、そのときの担当者の方にどうだったと聞いてみるとか、やっぱりもっとこうしたほう

がよかったなということもあるような気もするので、それを聞いてみるのもいいなと思いまし

た。

別當委員

また話がまとまらないかもしれないのですけれども、この間、さよなら中野サンプラザのイ

ベントがあって、私は小Ｐでお手伝いに行ったのですけれども、運営委員会が企画したのが、

サンプラザのステージに子どもたちを何でもいいから上げようといって、いろんな団体が出場

して、その中に大人の人たちもいたのですけれども、チアだったり、ダンスだったり、フラだっ

たり、歌だったりとか、たくさんの子どもたちがステージ乗って、それをサポートする保護者の

人たちもわんさか来てすごく盛り上がりました。小Ｐの会長さんが、中野区の小学生、中学生

全員を集めて、ソーラン節を踊らせようといって、むちゃぶりの企画も立てて、短い期間の中
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で立てたのですけれども、80 名ぐらいの応募数が来て、一緒にいろいろな小学生、中学生が

一斉にソーラン節を踊ったというのがすごくいい思い出になりました。

その後に、3,000 人の盆踊りのギネス挑戦があったときに、私はなぜかギネスの監視役に

なってしまって、ちゃんと踊っているかというのを見ていたのですけれども、そのときに、北原

小の子たちが「一番いい点数つけて」と話しかけてくれたりして、先ほどの話に戻るのですけ

れども、活気があると、どこに行っても子どもからの声がかかってくるなというのを感じます。

学校も変わってきていて、以前は不登校に対する対応力の幅が狭かったのですけれども、

大分対応力が上がっているのはたしかで、管理職、校長先生たちもそうだし、担任の先生たち

もそうだし、ある程度これからだと思うのですけれども、いい方向には向いているなと思って

います。前は、不登校の子などの遅れて来る子にどこにいてもらおうかという感じだったので

すが、今はすぐに「ここに」と言えたりして。実績を積み重ねてそんなふうに教室に戻していく、

戻れるときは戻るとか、そういった対応ができているなと思います。

学校と親と地域の連携もすごくスムーズになってきていて、教員不足の問題を学校側から

「こういうことができる方募集」といった形で、水泳指導ができる方とか、放課後、スキルを持

っている方を集めて、教員の手が回らないところを、保護者の方や地域の方が来ることによっ

て、地域と保護者と学校の顔がよく見える。風通しがすごくよくなっている状況の中で、子ど

もたちは地域の人も知る機会が増えるし、親御さんの顔を知る機会も増えると、そこでも子ど

もたちの意見がものすごく出てきているので、受け取る側のスキルアップもそうなのですけれ

ども、中野区全体の意見を聴取しやすい環境づくりというのは、答申を提出する最後のときま

でにもう少し進められたらなと思います。

高木委員

今、出てきました、話しやすい環境。私は高校に勤めていまして、80 年代半ば頃から教育相

談というのをやっていたのです、今で言うカウンセリング。そのとき一番大事なのが、秘密を

守るということ。部屋から声が聞こえては駄目なのです、こういう話って。今学校にそういう部

屋はありますか。それがないと駄目なのです。声が漏れないカウンセリングルーム。

中野区でいえば、私は人権擁護委員をやっておりまして、人権相談というのがあるんです。

月に１回。１階で。だけれども、そこは声が筒抜けなのです。隣で会計の相談をやっていまして、

そちらは聞こえても構わないかもしれません。だけれども、人権相談の場合、秘密は絶対守り

たいではないですか。声が聞こえないような、そういう部屋があるか聞いたのですけれども、

ないということなのですね。多分、職員の方だって、そんなふうに思っている方もいると思う



－21－

のです。学校においてはもっとそうなのですね。だから、防音設備が必要。そういうことを具体

的に載せたほうがいいと思うんです。

東京都の教育委員会は、80 年代から、教員に向けて初級、中級、上級のカウンセリングの

研修を行って、学校で対応しようとしたのです。だけれども、学校が忙しくなってしまって、教

員がそんなに研修に行けないと。安全な環境づくりは答申に入れた方が良いと思います。

田谷委員

その研修は小中高の教員が全員受けたのですか。

高木委員

初級、中級、上級で、対象は小中高すべてですね。

田谷委員

中野区の教員が対象ですか。

高木委員

いや、全部です。全都の教員が対象です。

田谷委員

都が行った研修ですか。

高木委員

そうです。部屋をつくって対応する、そういう力を教員も持たなければ駄目だと研修の内容

の中にありました。

田谷委員

ちなみにこの研修の効果は、どれぐらい上がったとかは分かりますか。

高木委員

自分のことだけ話してよろしいですか。全体の効果は。

田谷委員

肌感覚で構いませんのでお聞かせください。

高木委員

その研修を受けた方が学校に帰って教員を集めて空き教室をつくって、それを教育相談室

にしました。毎週木曜日、声が聞こえないようにして。生徒の秘密は絶対守る。私も野球の監

督をしたくて高校の教員になったのですけれども、そのカウンセリングはクラブ活動に生かせ

るなと思って。

いろんな相談が来ましたね。高校ですから、一番は、性に関するものが多かったです。
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色んな相談がある中で、どういう対応をするかというのは、それぞれ学びながら、実践を積

みながら、事例を研究しながらやっていました。それは私の場合です。そういう教員が何人も

いました。でもそれも随分前のことですから、私は今もっと進んでいると思って、いろいろ調べ

たらそうでもないのですね。そんなことがありました。

田谷委員

以前、子どものいる場所と年齢の表をつくったように、今度は聞く場がどれくらい、どこにど

れだけあるかの表はつくれますか。あると、どこが抜けているのか、どこを重点化したらいい

のかというのは見えてくるのかなと思うので、ぜひそんなのをつくってみると、実践例と合わ

せてやると、何が私たちは抜け落ちているのかは見えてくるのかなと思いました。

90 年代に行われていたそういった教員に対する取組が、今はどうなっているとか、そうい

うことは分かるのですかね。あと、先ほど別當委員が言っていたように、不登校の子どもへの

対応が本当に著しく向上していたり、地域の人を学校に入れたりするなど、学校側の体制がす

ごく変わってきた様相というあたりも、子どもたちのいる場としての学校の変化というあたり

が明らかになると、聴く力が増してきたというヒントになるのかなと思いました。

高木委員

私は都立高校なのですけれども、生徒が先生を評価するのです。授業以外にも、学校長が朝

礼で話をするとなると、その内容についても生徒に聞くと、こんな話をしてほしいとか、意見

が出てくるのです。多分これは高校だけではなくて小中学校でもやっていると思いますけれど

も、10 年以上前から生徒が先生を評価する仕組みがありました。それをチャートにして、フィ

ードバックして、よくなったかとか分かりやすいとかまた確認します。

学校は、昔は校長先生と教頭先生でしたが、今、教頭先生は副校長ですよね。主任教諭とか

主幹教諭っていうのも、主幹の先生とか、そういう制度に変わっていますね。いろんな制度が

変わってきています。さっき言ったカウンセリングに関しては、そういう研修もありますけれど

も、今は、きちんと行政の方で予算をつけて、外部のカウンセラーの方を呼んで、月に１回ある

いは２回、お金を払って、この日はこの先生が来る、というような制度になっていると思いま

す。

内田会長

今のやりとりを伺っていて、一つ考えたいと思ったのは、環境づくりというところ、子どもの

話を聴く環境づくりというところで、それは４ページのところに「話しやすい環境づくりを行う

こと」と入っているのですけれども、ここをもう少し立たせたほうがいいかななんて思いなが
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ら聞いていました。声が漏れないような部屋をつくるというような話を具体的におっしゃって

いただいたのですけれども、心構えや留意点として、子どもの側から恐怖心を取り除くことと

いうところに関わって、秘密を守るといったところがここには入ってはいるのですけれども、

秘密を守るというところもそうですし、あと、物理的な環境というところの整備をするという

ところを、子どもが話しやすい環境をつくる、子どもの目線で話しやすいと思える環境をつく

るという視点、個々の話しやすい環境づくりをするときにも子どもの目線で行うということ、

そのあたりは大事かなと思って伺ったので、ここをもう少し立たせる環境整備、環境づくりと

いうところを、入っているのですけれども、現状、もう少し書き方を考えてもいいかなと思い

ました。大事なところだと思いました。

あと、その関連で今、予算という話もちらちらと出たと思うのですよ。予算というところは

どう思いますか。あまりまだ今話がされていない、あるいは、こういったことをやろうと思うと

予算が必要になるという話では出てきているのですけれども、こういったところに予算がつく

べきであるとか、不足感があるとか、そんな視点も伺っておこうかなと思いました。それ以外

でも結構ですが、どうですかね。

林委員

予算は、あるに越したことはない。それとともに、人材を育てていくというところも非常に大

事になってくるので、そこは限られた予算ではあるものの、優先順位をきちんと考えながら取

り組んでいただきたいなと思ってはいます。

あと、先ほどの話の中で、高校で生徒が評価するという話があったと思うのですけれども、

やはり実際の中野区の子ども自身が、大人にうまく使われるのではなくて、子どもが主権者と

して、市民としてきちんと意見表明をしていくというところをつくっていくことが大事だろう

なと思います。つくられた枠組みの中だけで意見を言うというものではなくて、いろんな場面

で意見とか、思っていることを言っていいんだよというところを見せていくのと、子どもも好

き勝手言うのかもしれないですけれども、そのまま全部認めるわけにも、決め切れるわけでも

ないというところの中で、やはりそこはきちんと子ども自身の意見が正当に配慮され、考慮さ

れ、きちんとそれを反映させていくということを意見表明・参加の中では、きちんと位置づけ

ることが大事だろうなと思っています。

そういうことをやることによって、さっきから別當委員が、中野区すごい、すごいとおっしゃ

ていましたが、私は中野区に住んでいないので、ニュースでこの間、盆踊りの世界記録に挑戦

しているのを見るぐらいでしかないですけれども、そうやって、子ども自身が中野区に住んで
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いてよかったなと思えるような場面をつくっていくことはすごく大事だと思うのです。大人が

子どもによかれと思うだけではなく、子ども自身がまさに中野区の区民としての一体感とい

うか、一員というのをどこかしらで感じられるようなことをやらないといけないし、また、そう

いうことをやることによって、子どもからの新しい視点とか発想が学校を新しくつくっていっ

たり、区そのものがもっとよりよいものになっていく。大人とは違う視点とか発想というのは

常にありますので、やはりそういうことをやることによって、大人自身も子どもに対する見方、

視点がどんどん変わってくると思いますので、それは同じ中野区で生活している区民としての

子どもというものを、半人前扱いしないで、１人の市民として位置づけていくというところが

大事かなと思っています。

とは言え、田谷委員や隅田委員が、いろんな意味で問題視というか、持たれているのは言い

出しにくい子の問題、元気な子ばかりではないという中で、どうしても言いにくい子もいたり

しますので、そこへの配慮とか、それをどう促していくのか、また、拾っていくのか。また、それ

を、先ほども誰にも聞かれないという話がありましたけれども、匿名性を含めた、取調室で聴

くわけではなくて、密室だけれども安心して言っていいのはここの場だというところをきちん

とつくっていくというのは、話しやすい環境づくりというところの中では大事だなと改めて思

いました。その辺が入れられたらいいなと思いますし、あと、先ほど、内田会長から出ていた話

の中では、中野区で実際にこういう取組がされているよみたいな事例を、きっとここの、今の

最終答申の下のところで、それぞれのパターンで、例えばこんなことをやれていますとか、逆に

これをやったら失敗しました、というような、好事例だけでなくて失敗した事例とかもうまく入

れていくとイメージがつけられるかなと思ったりしました。

小保方委員

今、皆さんのご意見を聞いていて、林委員と同じように、言える子はいろいろな環境を使え

ばどんどん声は出てくると思うのですが、言えない子の場合はどうだろうなと思ったときに、

その子たちの声を聴くにはどうしたらいいのかなというのを考えていたところでした。

学校でも、確かにディベートをやったりして活発な議論をしているようなのですけれども、

一方で、私の息子はどちらかというとそうなのですけれども、言うのが苦手、言語化が苦手、

恐れているとかいうよりは、自分の今の気持ちをどうやって言葉に出したらいいんだろうとい

うのが苦手で、なかなか自分では言えないけれども、一方でディスカッションに参加している

だけでも、自分の言えなかった気持ちを代弁している子たちがいるんですね。僕も何々君と同

じ意見だということで、それに賛成ですと言えるという場面があるんだなというのは、息子の
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話を聞きながら思っていたので、言えなくても、ほかの人の意見を聴く場に参加するというこ

とで、自分の気持ちを出せるという場合もあるのではないかなと思ったときに、言う子の環境

づくりも大事ですけれども、ほかの人の意見を聴く場をつくってあげるというのも大事かなと

思いました。

まさにハイティーン会議などいろいろな意見を出すイベントのチラシがうちにも届いて、「こ

ういうの行ってみたら」と言っても、「でも僕は言えないから」と言ったときに、「これって聞く

だけでも参加できるのかね」という話をしたりしていたので、この委員会も、傍聴席があったり

するので、何かそうしたイベントがあったときに、主張する方だけではなくて、聞く場というの

も併せて設けられると、そこで自分の考えを改めて意識したり、最後に「それに賛成です」と手

を挙げるといったこともできるかなと思ったので、３ページの現状と課題のところで「意見を

言いにくい子ども」というのがあったので、そういう子たちがほかの人の意見を聴く場をつく

るというのも一つ何か入るといいかなと思いました。

内田会長

私もすごく大賛成でした。３ページもそうだし、６ページの「参加しづらい子ども」というとこ

ろの中に、いろいろなものが入っているのですけれども、言語化がまだ苦手というようなとこ

ろも、ここに含めていいということですよね。今、小保方委員の言葉で、私ぜひこれはいいので

はないかなと思ったのは、「ほかの人の意見を聴く場に参加する権利」、子どもの権利としてこ

れ言ったらいいのではないかな、これが結構大きいのではないかなと思って聞いていました。

すごく大事な、これもまた中野らしい話、内容になっていくのではないかなと思って聞いてい

ました。いろいろ今日お話を伺って、いいものになりそうだなという高揚感を抑え切れないと

ころがあります。

それから、同じページの６ページ、子どもの積極的な参加を促すためにということで、子ども

に対するアプローチが比較的イメージして書かれているのですけれども、それだけではなくて

大人に対する働きかけも、ここに入れるといいなというのは、林委員も改めて何度も言ってく

ださっている内容ですが、実際に思いました。やっぱりなかなか子どもの意見を聴くことに価

値を見出せない大人の意識を変えていくためには、子どもに聴くと大人が考えつかないこん

な意見が出されるんだとか、こんなふうによりよくなるんだ、むしろ大人が考えるよりいいで

はないか、そういう経験をすることが非常に大きくて、そういういい事例は、今日も伺った中

でもたくさんあるのではないかなと思いましたので、いい事例だけでなく、難しかったという

事例も含めてというご意見だったのですけれども、そうした情報共有、情報発信を大人に向け
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て行って、子どもの積極的な参加を促すためには、大人が子どもの意見を積極的に聴くよう

になるための働きかけも必要だろうということで、そういう位置づけで、大人に対する働きか

けもここに入れるといいなと思いました。

あとはどうでしょうか。私が予算という話で言っていたところでは、他自治体でも、例えば、

子ども会議に参加するときに、交通費プラスアルファくらいの謝礼金のようなものを支払うと

いうところも珍しくはないですので、そういったところをフォローできるような予算は最低限

確保することとか、それは６ページの子どもの積極的な参加を促すにはというところで、交通

費がマイナスにならないように、子どもが参加しやすいように、経済的な支援も考えるという

ようなところもあってよいだろうなと思います。ほかはどうでしょうか。大体言い尽くしました。

今回だけではなく、また次回が次の４、５と進んでいくのですけれども、前に戻って。あります

か。

相川委員

５ページを最初に見たときに感じた違和感があります。先ほどから、日常はやっぱり大事だ

よねと会議で声が多く上がっている中で、代表的な手法というところに、ワークショップ、ヒア

リング、アンケートという大々的な意見表明の場の事例しか載っていないので、「日常的に」と

いう項目を設けられるといいのかなと思っています。

あと、最近、区が委託運営している図書館ですとか、なかのＺＥＲＯさんとか、子ども向けの

イベントをやったときなどに、積極的にアンケートをとるようにしてくださっているように感じ

ています。なかのＺＥＲＯのイベントについては、今まで何度も参加していたのですけれども、

子どもがイベントに参加した後に、親向けのアンケートをとるようになってきました。あと、図

書館も私の子どもの通う中学校の近くの図書館と連携して、通常中学生はそのまま普通は家

に帰らなければいけないのですけれども、月１回とか中学生が司書としてお手伝いできる日と

いうのを設けてくださって、その日はそのまま学校から図書館に寄って、図書館のお手伝いを

して帰るみたいな企画もしてくださっています。中野区は学校の夏休みの間、図書館が子ども

の居場所として、勉強を自由にしていいよという活動などもしてくださっているので、そうい

う場でポロッと子どもが何か漏らすかもしれないので、図書館やなかのＺＥＲＯなど、そういっ

た施設の方にも届くような留意点というのを意見として入れられたらいいなと思いました。

あとは、区役所や関連団体などが子ども向けにアンケートをとるときのアンケートツールを、

匿名性を高めたようなツールの予算を用意してあげるとか、そんなこともできてもいいかなと

思いました。
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内田会長

いいですね。それもぜひ落とし込めたらいいですね。あと、日常的につぶやく場というのを

入れるというのは、本当にそうですね。今日いろいろな方々からご意見いただきましたので、

代表的な手法のところ、田谷委員の、子どもの声を聴く場所はどこにあるのですかというとこ

ろをこの辺に位置づけるのもいいですね。ありがとうございました。

どうですか、今日はこんなところで大丈夫ですか。また、先にいって、前のところに戻ってご

意見いただくのもいいですので、引き続き、４、５と、次回以降検討させていただければと思い

ます。

それでは、議事に戻って、最後、その他ですね。事務局からお願いします。

事務局（子ども政策調整係長）

最後に、事務局から情報提供になりますが、資料の中に、みなみ児童館の平和事業のチラシ

がございます。こちら「子どもの権利を考えよう」というチラシになりまして、８月２日水曜日か

ら８月18日金曜日の期間に、みなみ児童館にて子どもの権利について考える図書コーナーを

設けます。お時間がございましたら、ぜひ足を運んでいただければと思います。また、こちらに

ついて周知のほうしていただければと思います。ご紹介させていただきました。

最後に、次回日程についてご案内させていただきます。次回は、また少し間が空きますが、

10月27日金曜日午後７時からになります。会場は今回と同じく、こちら５階の教育委員会室

の予定でございます。また、次回もよろしくお願いいたします。

事務局からの報告は以上でございます。

内田会長

どうもありがとうございました。

相川委員

お時間が許せば情報共有をさせていただきたいと思い、よろしいでしょうか。先日、田谷委

員もご存知だと思うのですけれども、前回、中野区の子どもの権利養護推進審議会でご一緒

したセーブ・ザ・チルドレンの松山さんや、ワールド・ビジョン・ジャパンの髙橋さん、ヤマシタさ

んという元中学校の先生、主催者として「中野・多様な学びを実現する会」の、コンドウさん、モ

リヤさんという方の活動です。中野区の小学校の元先生だったコンドウさんのお知り合いの先

生が江原小学校にいらした縁で、江原小学校で子どもの権利に関する教員向けの勉強会が開

催されました。７月 21 日、ちょうど１週間前ですね。「学校生活に生かしてみよう、子どもの権

利と中野区の条例」というテーマで、学校の先生が 23名ほど、参加できなかった方もいるの
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ですけれども、このような会が開催されました。

事前に先生向けのアンケートをとっていて、「中野区の子どもの権利条例を知っています

か」とか、「中野区子ども総合計画を知っていますか」というのも聞いているのですけれども、

もちろん知っている先生もいらっしゃるのですけれども、知らないとおっしゃっている先生も

いるということなどが事前に分かっていました。

また、子どもの権利と教育の関わりについて、どんなことが気になるかなんていうことも聞

いて、それを踏まえた上で、当日、まず中野区の子どもの権利条例の話、子どもの権利全般に

ついて、30 分ほど開催側がお話をして、その後、グループワーク形式で権利の視点で考えて

みようということで二つの事例、授業中に騒ぐ子どもがいて、授業が中断しがち、どうします

かというテーマと、持ち物や服装に問題がある子どもを見かけたときどうしますかというテー

マを、グループワークで話されたということです。

先生方からもこういう機会があってすごくよかったという感想があったと伺っております。

ですので、中野区に子どもの権利条例ができたことで、民間発で、学校の先生も巻き込んでこ

のような活動がなされているというのもすごく心強いことだなと。私は行けなかったのですけ

れども、情報共有をいただいたので、本日、皆様にも共有させていただいた次第です。

内田会長

ありがとうございました。アンケートの結果とかはどこかで公開されていたりするのですか。

相川委員

公開はできないのですけれども、手元にはあります。

内田会長

後で少し見せていただければと思います。

ありがとうございました。ほかに何かありますか。大丈夫ですか。

それでは、これにて第１期第８回中野区子どもの権利委員会を終了させていただきます。今

日は本当にどうもありがとうございました。

午後８時41分閉会


